
 

 

 

平 成 ２７年 ２月 ３日  

もっと現場を知る！職員短期派遣研修報告書 

所属名 総務部管財課 氏名 山本 隆昌 

派 遣 先  

団 体 名  
松江市宍道公民館 

 

①  研修の日時 

平 成 26年 10月 30日 （ 木 ）～平 成 26年 11月 3 日 （月 ）  各 日 8： 30～17：15  

 

②  研修の内容 

宍 道 体 育 センター、ギ ャラリーＣ等 で毎 年 開 催 される宍 道 町 民 文 化 祭 は、松 江 市

宍 道 町 内 の 小 中 学 校 、各 種 団 体 等 に よる作 品 展 示 、ステージでの 発 表 、模 擬 店

での 作 品 （食 品 ）の 販 売 などを行 っていま す。 

この宍道町民文化祭（11月2日、3日）の開催準備及び当日業務補助を松江市宍道公民

館にて行いました。 

 

【10月30日】 

8 時 30 分～  宍道公民館内及び周辺の清掃作業 

9 時 30 分～  文化際にて使用する備品等の作成（しまねっこのお面） 

13 時～     文化祭にて使用する備品等の作成（しまねっこのお面） 

14 時～     文化祭にて使用する机等の搬出作業 

15 時～     文化祭にて使用するのぼりの準備作業 

16 時～     オフトーク放送の体験（松江市宍道支所設置の放送設備により放送体験） 

 

【10月31日】 

9 時～     宍道体育センター内の会場設営作業（床面養生シート敷き。作品掲示用パ

ネル設営。机・椅子搬入。） 

10 時 30 分～ 宍道公民館前テント設営 

12 時 30 分～ 宍道体育センター内会場設営作業（横断幕設置。机・椅子等配置作業。） 

13 時 30 分～ 宍道町民文化祭で使用する机・ポリタンク・炊飯器等の借用物品の受け取り

作業。（乃木公民館） 

14 時 30 分～ 宍道町民文化祭にて使用する備品等の作成（しじみご飯のパッケージ作成） 

15 時～    しまねっこ＆ハローキティピンバッジ募金案内ポスター作製 

16 時～    宍道町民文化祭展示作品の出品者名貼り付け作業 

 

【11月1日】 

9 時～    宍 道体 育 センター内の会場 設 営 作業（机の追 加、展 示手 伝い、看板 設 置作

業等） 

13 時～   宍道公民館内会場等設営作業 



 

 

14時～   宍道体育センターでリハーサル状況確認 

16時～   翌日の模擬店で使用する食材等の搬入作業 

 

【11月2日】(文化祭1日目。作品展示、ステージ発表等イベント各種。) 

8 時 30 分～ 模擬店で使用する机や機材の配置、来場者飲食用のテーブル、椅子の配置

などの会 場 設 営 作 業 、宍 道 中 学 校 吹 奏 楽 部 の楽 器 運 搬 （中 学 校 ⇔宍 道 体

育センター）作業、模擬店出店者の対応等。 

終日     文化祭開催状況の写真撮影。模擬店のゴミ回収作業等。 

16 時 30 分～ 文化祭会場（宍道体育センター）内の一部片付け。（一部の椅子を撤去） 

 

【11月3日】(文化祭2日目。作品展示のみ) 

 8時30分～  文化祭会場（宍道体育センター）清掃作業 

 9時30分～  前日の模擬店のゴミ分別作業。模擬店使用機器の清掃等 

 13時～    宍道公民館内の備品片づけ作業 

  15時30分～ 文化祭会場（宍道体育センター）内の展示物撤去作業。 

 

③  研 修 の 感 想  

自 分 の 生 活 の 拠 点 である宍 道 地 区 の 公 民 館 での 研 修 であり、宍 道 町 民 文 化 祭 も

何 度 も展 示 やステージ 発 表 を見 に 行 っている中 での 研 修 でした。 

今 ま で、各 種 イベントに 参 加 するの みで、開 催 する上 での 準 備 作 業 の などに は思 い

が 至 っていま せんでしたが 、今 回 、宍 道 町 民 文 化 祭 の 準 備 等 を研 修 させていただ くこ

とに より、公 民 館 と地 域 住 民 との 繋 が りや、公 民 館 職 員 の 地 域 に 対 する想 い、イベン

ト開 催 に 至 るま での 苦 労 等 を少 しかもしれま せんが 実 感 できま した。 

文 化 祭 準 備 作 業 は 、 運 営 委 員 会 の スタッフの 方 々が 行 っています。運 営 委 員 会

の 方 々は高齢の方が多いですが、例年活動をしておられることから、作業の手際が非常に良

く、準備作業があっという間に進んでいきました。しかし、作業によっては力仕事となるため、若

手の参加が期待されます。このイベントだけでなく、今後公民館の活動を継続していくにあたり

、準備作業を若手が参加しやすい夜に行うなど、スタッフに若手の参加を促す工夫が必要で

はないかと感じました。 

佐藤館長より、「出演者や出品者から直前に必要品などの依頼がある。このため、細かい点

について事前に考慮して用意する必要がある。」旨のお話がありました。毎年開催している行

事でも、突発的なことを想定して準備しておくことで、行事開催当日にあわてずに済む。まして

、初めて行うことは、いろいろな事態を想定しておき、できるだけ準備しておくことが大切である

ことに改めて気付かされました。 

 

公 民 館 は、地 域 の 社会教育（生涯教育）の場を提供する場で、地域の文化活動の推進

の場としての機能を果たす役割がありますが、今回の文化祭は地域の文化活動の発表の場で

す。多くの作品の出展・ステージ発表があり、また運営委員会や公民館職員の方々との準備

作業や、各出展者の展示作品などを見させていただく中で、この文化祭が地域で文化活動し

ている方々にとっての大切な発表の場であるとともに、地域の方々の交流の場としても重要な

場であることを再認識しました。 

 ま た、文 化 祭 の 準 備 が 忙 しい中 、その 後 に企 画 されている研 修 旅 行 の 企 画 の 立 案



 

 

をしておられる姿 に 、地 域 住 民 の 生 活 文 化 の 向 上 支 援 の ため、様 々な学 習 機 会 を設

けるために 日 々努 力 している職 員 の 方 の 努 力 と熱 意 を感 じま した。 

 

今回の研修を通じて、県職員としてだけでなく地元住民の一人として、公民館職員や運営

委員会の方々などと交流できたことは、今後の自分にとって財産となるものとなりました。 

最後に、佐藤館長をはじめとする宍道公民館の職員の皆様には大変お世話になりました。

居心地の良い雰囲気の中、研修をさせていただきありがとうございました。今後も、宍道公民館

のイベント等の活動に何らかの形で参加していきたいと思います。 

④ その他特記事項  

 研修の日程について、今回は文化祭当日（2日間）及びその準備の期間として直前3日間の計

5日間の研修としましたが、文化祭の運営補助という点で考えると、文化祭翌日の片づけ作業を

研修期間に入れた方が良いと思います。 

 

（注 ）研 修 日 時 ・内 容 等 が わかる資 料 があれば、添 付 してくだ さい。  

 


